
広 報 資 料 令 和 ６ 年 ５ 月 1 6 日
生活安全部生活安全企画課
刑事部組織犯罪対策課

令和６年４月末の特殊詐欺発生状況について

１ ４月中の発生状況
・ 被害件数 ２件
・ 被害金額 約46万円

２ 令和6年４月末の発生状況
・ 被害件数 １３件（前年同期比－５件）
・ 被害金額 約1,986万円（前年同期比－約3,458万円）
・ 手口別

※ 金額は一万円未満を四捨五入して表記しており、内訳と合計の数値が異なる場合があります。

・ 年代別

※ 高齢者率 76.９％
・ 男女別 男性８人、女性５人

３ 被害の傾向
４月中は、架空料金請求詐欺が２件発生しました。
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４ 令和６年４月末の「声掛け」等による被害の未然防止状況
・ 未然防止件数 38件（前年同期比＋22件）
・ 未然防止金額 約428万円（前年同期比＋約167万円）
・ 未然防止率（阻止率） 74.5％

※ 金額は一万円未満を四捨五入して表記しており、内訳と合計の数値が異なる場合があります。

＜架空料金請求詐欺の被害例＞
被害者の携帯電話に男の声で「スマートアプリに加入されています。」「１年分

の未納料金が発生しています。」などと電話があり、被害者は相手の言うことを
信用し、未納料金の支払い方法を聞いたところ、「コンビニで払ってください」「店
員さんに払込票番号を伝えて支払ってください」等と指示され、相手に指定され
たコンビニへ行き、相手から言われた払込票番号をレジで店員に伝え、現金約２
９万円を支払い、だまし取られたもの。

＜架空料金請求詐欺の被害例＞
被害者がパソコンでインターネットを利用していた際に、突然、警告音が鳴り

パソコンの画面がフリーズして連絡先の電話番号が表示された事から、電話を架
けたところ、「トロイの木馬に感染している。解除するには修理代金として電子
マネーを購入が必要。」と言われました。

修理代を払えばパソコンが元通りに戻ると信じた被害者は相手に言われるがま
ま、電子マネーを購入し、カード番号を相手に伝えて、だまし取られたもの。
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